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オープンデータ公開にあたって

●地域情報化アドバイザー派遣事業利⽤(平成３０年度まで）
・アドバイスを受けながら

●津⼭市におけるオープンデータ利⽤条件の作成
・オープンデータ推進に関する基本⽅針（平成２８年１０⽉１８⽇策定）
・オープンデータ利⽤規約（平成２８年１０⽉１８⽇策定）
・クリエイティブ・コモンズ・ライセンス



ホームページへの公開

●津⼭市公式ホームページにオープンデータに関係するページを作成
・オープンデータとは
・オープンデータ利⽤条件
（基本⽅針、利⽤規約、CC-BY）
・オープンデータ公開（平成２８年１２⽉１⽇から）
（カタログサイト利⽤）





どのようにオープンデータ公開

●津⼭市が公開しているデータリソース数は約３，７００件以上
・データを公開するのは原課
・基本的には持っているデータはそのままの形
・CSVを基本とするがjpeg等の画像データも公開
（現在は図書館が「Ｆｌｉｃｋｒ」にて管理）



オープンデータカタログサイトの利⽤

●おかやまオープンデータカタログサイト
・平成２９年２⽉１⽇から平成３１年３⽉３１⽇まで

●dataeye
・平成３１年４⽉１⽇から移⾏
・津⼭圏域定住⾃⽴圏のグループでも利⽤
・写真や画像データは津⼭市⽴図書館管理の「Flickr」へ



カタログサイトに公開しているデータ

●dataeye
・データセット数311件/リソース数3,756件
（令和元年１０⽉１０⽇時点）

・⼈⼝データ（⼤字毎、⽉毎、１歳刻み）
・位置データ（GISより）
・統計データ
・広⼾⾵の⾵向・⾵速データ
・ごみ関係
・その他いろいろ

●Flickr（図書館）
・写真データ（津⼭市内の名所、イベント、四季）







津⼭圏域定住⾃⽴圏
●津⼭市・鏡野町・勝央町・奈義町・久⽶南町・美咲町で構成
圏域全体で住みやすく、魅⼒ある街にすることを⽬的にいくつかの分野の
事業や研究に取り組んでいる。
その中の⼀つの分野がオープンデータである。

●年数回会議を開催。オープンデータに関して検討。
平成３０年度は情報化アシスト研修⽀援事業を利⽤して、市町の職員を対
象としたオープンデータ研修会を開催。

●すべての市町がオープンデータ関連のホームページ作成済。
平成３１年度からオープンデータカタログサイトを利⽤している。



●津⼭圏域定住⾃⽴圏グループでカタログサイト「dataeye」利⽤
定住⾃⽴圏グループで契約しており、すべての市町で「dataeye」利⽤。リン
クが張られている。
定住⾃⽴圏で利⽤することにより、より深く、広い範囲でのデータの活⽤が期
待できる。



公開されたデータを使っての事例

・位置データを使ってのアプリ
・ごみ分別アプリ
・⼈⼝データを使っての推計、ヒートマップ
・画像データ、位置データを使ってのアプリ

など





産官学連携

●津⼭⼯業⾼等専⾨学校、地元企業と連携してオープンデータを使っての研究
・毎年発表会を開催
平成３０年度内容
「津⼭市オープンデータおよびwebAPI等を利活⽤した新サービスの技術的要素」
「Twitterに投稿された記事を集計・分析し、町の隠れた魅⼒を発掘」
「規格外野菜の特徴定量化⼿法の提案とオープンデータの収集」

・平成２９年はLOＤチャレンジ２０１７
アイデア部⾨「プラチナスポンサー賞 朝⽇新聞社賞」受賞
「うずまき野菜村」



ご静聴ありがとうございました。


